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お知らせ

　組合事務所の夏季休暇は、8月

13日（水）～16日（土）迄です。

　18日（月）より、通常どおり業

務を行います。

　組合員の皆さん、何卒よろしく

お願いいたします。

集
団
健
康
診
断
実

集
団
健
康
診
断
実
施施

大
勢
の
組
合
員
が
受

大
勢
の
組
合
員
が
受
診診

中 建 国 保
愛知県支部

組合が実施する集団健康診断に参加した組合員

食
生
活
指
導
を
受
け
る
組
合
員

　
六
月
二
十
九
日
（
日
）
、
愛

知
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
と
北
名
古

屋
市
文
化
勤
労
会
館
を
皮
切
り

に
、
集
団
健
康
診
断
と
健
康
づ

く
り
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
　
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で

は
、
開
始
直
後
か
ら
健
康
診
断

の
順
番
を
待
つ
組
合
員
や
ご
家

族
の
方
々
で
、
次
第
に
長
蛇
の

列
が
で
き
ま
し
た
。

　
四
年
目
を
迎
え
る
、
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
健
康
影
響
調
査
は
、

大
勢
の
組
合
員
と
配
偶
者
が
集

団
健
康
診
断
と
共
に
調
査
の
受

付
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
昨
年
か
ら
、
組
合
員
の
配

偶
者
も
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

健
康
影
響
調
査
を
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
順

調
に
一
定
の
成
果
を
見
せ
て
い

ま
す
。

※
集
団
健
康
診
断
に
お
い
て
、

　
こ
れ
か
ら
実
施
さ
れ
る
、
他

　
会
場
で
も
同
様
に
た
い
へ
ん

　
な
混
雑
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
集
団
健
康
診
断
に
参

　
加
さ
れ
る
組
合
員
の
皆
さ
ん

　
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ

　
と
の
な
い
よ
う
、
対
応
を
検

　
討
し
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
の
声
…

参
加
者
の
声
…
……

集
団
健
康
診
断
で
は

　
集
団
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ

た
組
合
員
（
七
十
三
歳
）
は
、

「
全
建
愛
知
が
主
催
す
る
集
団

健
康
診
断
は
、
毎
年
の
恒
例
行

事
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

我
々
建
築
職
人
は
、
体
が
資
本

で
す
。
そ
の
た
め
、
普
段
か
ら

健
康
管
理
に
は
、
十
分
気
を

使
っ
て
い
ま
す
。
早
寝
早
起
き

は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
朝
晩

家
の
周
り
を
愛
犬
と
共
に
ジ
ョ

ギ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
お

陰
で
、
毎
日
、
食
欲
も
あ

り
、
こ
こ
数
年
風
邪
を
ひ

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
、
自
分
は

大
丈
夫
だ
と
、
過
信
す
る

こ
と
な
く
、
早
期
発
見
早

期
治
療
を
心
掛
け
、
年
に

一
回
は
必
ず
健
康
診
断
を

受
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

加
さ
れ
た
組
合
員
（
四
十
歳
）

は
、
「
栄
養
士
さ
ん
か
ら
、
ウ

エ
ス
ト
が
も
う
直
ぐ
八
十
五
㎝

な
り
そ
う
で
す
。
今
は
、
黄
色

信
号
の
状
態
で
す
。
と
、
忠
告

さ
れ
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、

今
ま
で
片
寄
っ
た
食
生
活
を
し

て
い
ま
し
た
。
毎
食
、
野
菜
を

摂
ら
ず
、
コ
ッ
テ
リ
し
た
揚
げ

物
を
食
べ
た
り
、
炭
酸
飲
料
を

飲
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
、
食
生
活
を
見
直
し
メ
タ
ボ

予
備
軍
か
ら
脱
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
、
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
日
、
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ

会
館
で
は
、
百
三
十
七
名
の
方

が
集
団
健
康
診
断
を
受
診
し
、

ま
た
百
二
十
四
名
の
方
が
健
康

づ
く
り
教
室
に
参
加
し
、
食
生

活
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
両
会
場
共
に
、
昨
年
の
六
割

増
の
受
診
者
と
参
加
者
と
な
り

ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
教
室
で
は

　
健
康
づ
く
り
教
室
に
参

恩
温
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たくさんのハガキが集まりました

皆
さ
ん
の
切
実
な
思
い
が
込
め
ら
れ
た
ハ
ガ
キ
の
一
枚

　
国
保
予
算
要
求
に
向
け

た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
、

組
合
員
と
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
七
月
七

日
現
在
／
二
万
四
千
六
十

九
枚
の
ハ
ガ
キ
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
手
書
き
に
よ
る
ハ
ガ
キ

の
一
文
字
一
文
字
に
は
、

「
何
と
し
て
も
、
建
設
国

保
を
守
り
抜

く
ん
だ
」
と
、

い
う
切
実
な

思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
ハ
ガ
キ
は
、

七
月
七
日
～

十
一
日
の
間

に
一
斉
に
投

函
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
　
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
奮
闘

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
、ハ
ガ

キ
要
請
行
動
に
全
力
で
励
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す

国
保
予
算
要
求
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

社会保障対策部

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
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回
回
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回
回
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回
回
回
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全国、50県連・組合から7,379名参加

ル
を
し
な
が
ら
行
進
し
ま
し

た
。
　
「
今
回
初
め
て
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
が
大
会
決
議
に
あ
る

よ
う
に
、
建
設
国
保
組
合
の
育

成
・
強
化
と
安
定
運
営
の
確
保

を
は
じ
め
、
仕
事
確
保
と
賃
金
・

単
価
の
確
保
な
ど
、
私
た
ち
の

切
実
な
要
求
が
実
現
さ
れ
る
た

め
に
は
、
全
国
七
十
一
万
人
の

組
合
員
が
要
求
の
実
現
に
向

け
、
一
丸
と
な
っ
て
闘
っ
て
い

く
必
要
性
を
痛
切
に
感
じ
ま
し

た
。
」

　
私
達
一
宮
支
部
は
こ
れ
か
ら

も
、
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
や
地
元

国
会
議
員
に
対
す
る
要
請
行
動

な
ど
を
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
石
原
一
通
信
員
】

中
央
総
決
起
大
会

全
国
の
仲
間
七
千
三
百
人
結
集

全建総連
7 .1 1

予
算
要
求
・

生
活
危
機
突
破

11

　
全
建
愛
知
一
宮
支
部

は
、

全
建
総
連
7
・
　
中
央

総
決
起
大
会
に
三
十
二
名

で
参
加
し
ま
し
た
。

　
名
古
屋
を
午
前
十
時
一

分
の
新
幹
線
で
東
京
へ
向

け
出
発
、
十
二
時
三
十
分

に
会
場
の
日
比
谷
公
園
大

音
楽
堂
に
到
着
し
ま
し

た
。
　
大
会
会
場
に
入
る
と
、

既
に
全
国
か
ら
の
仲
間
が

集
ま
っ
て
お
り
、
会
場
は

満
席
。

　
天
気
予
報
で
は
曇
り
で
し
た

が
、
大
会
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は

太
陽
が
顔
を
出
し
、
気
温
は
三

十
度
近
く
ま
で
上
が
り
会
場
の

熱
気
と
重
な
っ
て
蒸
し
風
呂
状

態
の
中
、
大
会
は
進
み
、
各
党

来
賓
挨
拶
・
基
調
報
告
・
決
意

表
明
・
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
・

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
、
デ
モ
行

進
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
日
比
谷
公
園
か
ら
東
京
駅
ま

で
約
二
㎞

を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー



　
今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
契
約
す
る
健

診
機
関
で
の
「
集
団
健
康
診
断
」

を
主
体
と
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
原
則
と
し
て
組
合
が
実
施
す

る
、
「
集
団
健
康
診
断
」
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。（
六
月
～
翌

年
三
月
実
施
予
定
）

　
今
後
も
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ
ト

や
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
日

程
・
会
場
等
を
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

　
組
合
の
集
団
健
康
診
断
で

は
、
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
現
場
入
場
や
親
会
社
等
へ
健

診
結
果
を
提
出
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
り
集
団
健
康
診
断
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
当
日
の
実
費
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
健
診
の
受
診
資

集
団
健
診
の
受
診
資
格格

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
扶
養

家
族
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
扶
養

家
族
の
方
が
受
診
希
望
の
場
合

は
、
実
費
負
担
（
七
千
二
百
五

十
円
）で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
今
年
度
か
ら
、
健
康
診
断
は

　
医
療
保
険
者
が
行
う
こ
と
に

　
な
り
ま
し
た
。
中
建
国
保
に

　
未
加
入
の
組
合
員
は
加
入
し

　
て
い
る
医
療
保
険
者
（
市
町

　
村
・
社
会
保
険
等
）
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

組
合
の
集
団
健
康
診

組
合
の
集
団
健
康
診
断断
 

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

①
実
費
負
担
な
し
で
、
労
働
安

　
全
衛
生
法
の
基
準
も
満
た
し

　
て
い
る
内
容
で
受
診
で
き
ま

　
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
扶
養

　
家
族
で
あ
れ
ば
受
診
で
き
ま

　
す
。

③
愛
知
県
内
各
所
で
集
団
健
康

診
断
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で
受

診
で
き
ま
す
。

健
診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活

　
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ

　
１
C

■
尿
検
査
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・

　
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
b

　
・
H
t
）

③
組
合
よ
り
「
健
康
診
断
受
診

　
券
」
を
発
行
・
郵
送
し
ま
す
。

④
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口
へ

　
「
健
康
診
断
受
診
券
」
「
健
康

　
保
険
証
」
を
提
出
し
て
受
診

　
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

　
け
れ
ば
受
診
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

 契
約
健
診
機
関
以
外
で

契
約
健
診
機
関
以
外
で
 

受
診
す
る
場

　
　
　
   受
診
す
る
場
合合
 

　
契
約
健
診
機
関
以
外
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
受
診
の
方
法
な
ど
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

適
用
除
外
事
業
所
の
 

　
　
　
　
取
り
扱
い

　
適
用
除
外
事
業
所
（
①
法
人

事
業
所
の
事
業
主
・
従
業
員
②

従
業
員
が
五
人
以
上
の
個
人
事

業
所
の
従
業
員
）
に
つ
い
て
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
、
事

業
主
の
負
担
で
「
事
業
者
健
診
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
則
と
し

て
中
建
国
保
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
但
し
、
②
の
事
業
主
お
よ
び

　
①
 ②
の
二
十
歳
以
上
の
扶

　
養
家
族
は
「
個
人
受
診
扱
い
」

　
と
し
て
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

　
す
。

　
し
か
し
、
中
建
国
保
は
特
定

健
康
診
断
の
実
績
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
健

診
を
中
建
国
保
へ
委
託
す
る
形

と
し
て
、
契
約
健
診
機
関
（
集

団
健
康
診
断
お
よ
び
健
診
機
関

の
施
設
）
で
受
診
し
た
場
合
の

み
、
補
助
金
に
相
当
す
る
「
協

力
費
」
を
現
物
支
給
し
、
実
費

負
担
な
し
で
受
診
い
た
だ
け
ま

す
。
　
但
し
、
事
前
に
「
健
診
申
込

書
兼
結
果
デ
ー
タ
提
供
に
か
か

る
協
力
費
申
請
書
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

（
既
に
、
協
力
費
申
請
書
と
ご

案
内
を
適
用
除
外
事
業
所
へ
一

斉
に
発
送
し
ま
し
た
。
）

　
適
用
除
外
事
業
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
是
非
と
も
組
合
の
集

団
健
康
診
断
及
び
契
約
健
診
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　食事は、前日の午後9

時までにお済ませいた

だき、当日、健診終了ま

で水以外の摂取はおや

めください。

　牛乳・スポーツドリン

ク・清涼飲料水・ガム・

飴なども検査数値に影

響を与えます。

注意事項

汚 甥遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

汚
甥

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

機
関
で
あ
れ
ば
、
集
団
健
康

機
関
で
あ
れ
ば
、
集
団
健
康
診診

断
と
同
様
（
受
診
資
格
・
健

断
と
同
様
（
受
診
資
格
・
健
診診

項
目
・
実
費
負
担
な
し
）
の

項
目
・
実
費
負
担
な
し
）
の
取取

り
扱
い
で
受
診
で
き
ま
す

り
扱
い
で
受
診
で
き
ま
す
。。

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願願

い
し
ま
す

　
い
し
ま
す
。。（
中
建
国
保
の

（
中
建
国
保
の
組組

　
合
員
で
あ
る
旨
を
必
ず
お

合
員
で
あ
る
旨
を
必
ず
お
伝伝

　
え
く
だ
さ
い

え
く
だ
さ
い
））

②②
予
約
は
、
二
週
間
前
ま
で
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
集
団
健
康
診

断
へ
参
加
で
き
な
い
場
合
、

以
下
の
要
領
で
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

 契
約
健
診
機
関
で

契
約
健
診
機
関
で
 

受
診
す
る
場

　
　
　
受
診
す
る
場
合合

左
表
の
八
つ
の
契
約
健

　
左
表
の
八
つ
の
契
約
健
診診

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断
以以
外外

（
予
約
必
要

（
予
約
必
要
））

　
今
年
度
も
組
合
員
と
そ
の
配

偶
者
を
対
象
に
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
健
康
影
響
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

七
月
号
に
同
封
の
「
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
の
健
康
影
響
調
査

（
石
綿
検
査
）
の
実
施
と
同
意

に
つ
い
て
」
を
よ
く
お
読
み
に

な
り
、
同
意
書
及
び
問
診
票
を

ご
記
入
の
上
、
集
団
健
康
診
断

会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

と
そ
の
配
偶
者
で
検
査
を
希
望

す
る
場
合
は
、
胸
部
直
接
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
と
併
せ
て
組
合
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要

（
予
約
不
要
））

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

　今月の組合費等の自動引落

日は、27日（水）です。26日

（火）までに、預金残高をご確

認ください。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

　

　中建国保の健全な運営のた

め、職種の変更・組織変更（個

人から法人）・転業・廃業等が

ありましたら、組合の健康保

険課へご連絡ください。

中建国保からのお知らせ
◎日時　8月24日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※但し、お電話でのご予約が必要です

フリーダイヤル／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
お
よ
び

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

６月より実施

集
団
健
康
診
断
開
催

集
団
健
康
診
断
開
催
中中

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）のの

健
康
影
響
調
査
の

健
康
影
響
調
査
の
実実
施施

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所健診機関名称

月曜日～金曜日
8:30～17:30

土曜日　　　　
8:30～正午

052-821-0090

名古屋市南区千竈通
　　　　　7-16-1

名古屋セントラル　
　　　　クリニック

名古屋市中村区那古野
　　　　　　1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラル
　　　　クリニック

名古屋市中村区名駅　
　　　　1-1-2

名古屋ターミナルビル8F

テルミナセントラル
　　　　クリニック

愛知郡東郷町大字春木
　　字白土1-1884

和合セントラル
　　　　クリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30

052-741-9211
名古屋市千種区今池
　　　　　1-8-4

オリエンタル
　　　労働衛生協会

火曜日～土曜日
9:00～17:00

0566-75-7515安城市相生町15-1三河安城クリニック

月曜日～金曜日
9:00～11:30
担当　中村

052-486-6875
名古屋市中村区道下町
　　　　　2-26

ライフ健康クリニック

月曜日～金曜日
8:30～17:00
土曜日　　　　
9:30～11:00

0561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

集団健康診断日程表
会場所在地会場名受付時間曜日月

名古屋市昭和区
愛知県勤労会館
（つるまいプラザ）

9:30～11:30日3

8

岡崎市
アイプラザ岡崎

（岡崎勤労福祉会館）

津島市
アイプラザ津島

（津島勤労福祉会館）9:30～11:30日10
春日井市グリーンパレス春日井

瀬戸市瀬戸健康管理センター
9:30～11:30日24

名古屋市港区全建愛知会館

名古屋市名東区名東区役所9:30～11:30日31

一宮市木曽川町一宮市木曽川体育館
9:30～11:30日7

9

西尾市西尾勤労会館

名古屋市港区全建愛知会館
9:30～11:30日14

豊田市高橋コミュニティーセンター

尾張旭市スカイワードあさひ
9:30～11:30日28

名古屋市千種区オリエンタル労働衛生協会

名古屋市守山区大森会館
9:30～11:30日12

10 名古屋市緑区緑区役所

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日26

北名古屋市
北名古屋市文化勤労会館（予定）
（旧西春町文化勤労会館）9:30～11:30日9

11
瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日30

津島市
アイプラザ津島

（津島勤労福祉会館）9:30～11:30日712

※8月3日（日）／愛知県勤労会館（つるまいプラザ）の有料駐車場ですので、できるだけ公
　共交通機関をご利用ください。（旧全建愛知事務所には、駐車場しないでください）
※10月12日（日）／大森会館の駐車場はございませんので、金城学院幼稚園様の駐車場へ 
　お停めください。
※集団健康診断につきましては、事前予約の必要はございません。
※今年度から、特定健診を行うにあたって、より正確な判定結果を出すため、午前中のみ開
　催となりますのでご了承ください。
※今後の日程については、中村区等を予定しています。受診者の多い会場については、増開
　催も予定しています。今月号以降のキャロットをご確認の上、ご利用ください。
※受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があります。何卒、ご理解ご協力よろ
　しくお願いいたします。



　6月15日（日）一宮支部では支部レク
を開催しました。　梅雨入りして2週間、
雨も心配されましたが、薄曇の中、一宮尾
西庁舎を7時15分にバスは出発。今回の
行く先は、「信州さくらんぼ狩り＆八ヶ岳
ランチバイキング」です。　参加者92名が
2台のバスに分乗、さくらんぼ目指し一路
信州へ。バスは、中央道を須玉ICで降り、さ
くらんぼ農園に11時30分着。
　いよいよ、さくらんぼ狩りの始まりです。時間も丁度お昼時とあって、
皆さん美味しそうにさくらんぼを頬張っていました。さくらんぼでお腹
一杯になって次は、ランチバイキング。さくらんぼでお腹一杯になって、

すぐにランチは大丈夫かな、と思っていまし
たが、さくらんぼとランチは別腹？皆さんラ
ンチバイキングをしっかり楽しんでました。
　本腹、別腹とも満腹にし、八ヶ岳アウトレッ
トモール、八ヶ岳チーズ工房でお土産をいっ
ぱい買い帰路につきました。今回は、末松光
生一宮市議会議員また、支部交流の一環とし
て、中支部の野田支部長他2名も参加され楽
しい１日となりました。　　【石原一通信員】
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さくらんぼは別腹
一宮支部／信州さくらんぼ狩りの旅 ６月15日

美
味
し
い
さ
く
ら
ん
ぼ
見
つ
け
た

別腹のランチバイキング

　
西
支
部
の
春
レ
ク
を
六
月

十
五
日
（
日
）
に
行
い
、
百
八

名
の
組
合
員
と
家
族
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

各
議
員
さ
ん
達
が
見
送
り
に

み
え
て
挨
拶
を
受
け
た
後
、

目
的
地
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
へ
向

け
出
発
し
ま
し
た
。

　
六
月
一
日
か
ら
の
道
交
法

改
正
を
受
け
、
走
行
中
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
、
又

通
路
で
の
移
動
も
緊
急
時
以

外
は
禁
止
と
な
っ
た
た
め
、

少
し
盛
り
上
が
り
の
欠
け
る

寂
し
い
車
内
で
し
た
が
、
Ｕ

Ｓ
Ｊ
に
到
着
し
ま
し
た
。
　

　
各
バ
ス
ご
と
に
記
念
写
真

を
撮
り
、
入
場
券
と
ラ
イ
ス

ク
ー
ポ
ン
を
受
取
る
と
、
早

速
各
自
が
目
的
の
会
場
へ
向

か
い
ま
し
た
。
日
曜
日
の
わ

り
に
午
前
中
は
比
較
的
空
い

て
い
ま
し
た
が
、
午
後
か
ら

は
大
勢
の
人
達
で
混
雑
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
天

気

予

報
で

は
「
曇
り

時
々
雨
」の
予
報
で
し
た
が
、

終
日
曇
り
空
で
雨
に
降
ら
れ

る
事
も
無
く
、
気
温
も
二
十

三
度
程
度
の
暑
さ
で
動
き
や

す
く
助
か
り
ま
し

た
。
　
場
内
で
は
、
皆

さ
ん
が
ど
こ
に
入

り
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
、

ほ
と
ん
ど
組
合
員
さ
ん
の
顔

を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
帰
途
の
バ
ス
で
は
、い
つ

も
の
様
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
が
、
今
迄
は
景

品
を
自
分
で
選
ん
で
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
通
路
の
移
動

が
出
来
な
い
の
で
あ
ら
か
じ

め
事
前
に
番
号
を
付
け
た
景

品
を
手
渡
し
で
送
り
届
け
る

方
法
で
行
い
ま
し
た
が
、こ

れ
も
い
ま
少
し
味
気
な
さ
の

残
る
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

　
帰
り
の
道
中
は
渋
滞
に
遭

う
こ
と
も
無
く
、
少
し
早
く

西
区
に
到
着
し
、
無
事
に
春

レ
ク
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
青
木
繁
通
信
員
】
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西
支
部
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

少
し
盛
り
上
が
り
の
欠
け
る
春
レ
ク

６月15日

映画の世界ＵＳＪ

　雨の予報が外れた、６月26日
（木）緑支部主婦の会「さくらん
ぼ狩り」が、12名の参加者で信
州中野へ行きました。
　ハウス前で説明を聞き、葉の間
から真っ赤に熟した、さくらんぼ
を見付け歓声の声！佐藤錦を口
に入れ、「ウァー、甘い。美味し
い」と、満面の笑みを出す人。
「100個食べるぞー」と、意気
込む人。種を袋に入れて、数える人。「果物命」と、言っていい程、
アッと言う間の30分でした。
　昼食の「豚しゃぶ御膳」も「豚肉」と「牛肉」、間違う程に柔らか
く満腹顔でした。

　諏訪ガラス館では、美しいガラス
の光沢にうっとり心癒される一時
でした。
　バスの中では抽選会があり、当た
った人、他の人にもお土産をいただ
き、「楽しかったね。また行きたい」
と、声をもらい、荷物を両手に持ち、
長いバスの道中、笑いの絶えない1
日でした。　　　　【小田真澄　記】
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緑支部主婦の会／さくらんぼ狩りの旅 ６月2６日

美
味
し
い
さ
く
ら
ん
ぼ
に
ニ
ッ
コ
リ

豚
し
ゃ
ぶ
最
高
で
す

ウァー、甘くて美味しい

　守山支部主婦の会が、結成され

てから２年、初めてのバスツアー

が企画され、７月５日（土）晴天

の中、明智鉄道・寒天列車と大正

村・岩村城址散策の旅に出発しま

した。　

　恵那駅から明智駅までの約50

分列車の中で、昼食をいただきま

した。14品、前菜からデザート

まで、寒天と思えないほど綺麗で美味しいお料理でした。

　次に、大正村・岩村城址の散策に行きました。城下町を歩きながら

「お土産タイム」漬物のおよねさんの店・かんから餅、地酒など買い

ました。岩村城址まで行けなかっ

たのが心残りでした。

　帰りの車中でも、おしゃべり笑

いの中、本当に楽しい1日が過ご

せました。

　今回は、10名と少数でしたが、

次回の多数参加を参加者全員が

願って、無事帰路に着きました。

　　　　　　【丹羽登美江　記】
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守山支部主婦の会／明智鉄道の旅 ７月５日

寒天と思えないほどの美味しさ

さ
ぁ
ー
出
発
で
す

豪
華
な
寒
天
料
理

梅
雨
の
晴
れ
間
の
六
月
十

四
日
（
土
）
、
好
天
に
恵
ま
れ

楠
と
黒
川
か
ら
参
加
者
二
十

五
名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
伊

良
湖
へ
「
メ
ロ
ン
狩
り
食
べ

放
題
」
に
、い
ざ
出
発
。

メ
ロ
ン
狩
り
は
、
私
も
初

め
て
他
に
も
初
め
て
の
人
も

多
く
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
。

係
員
か
ら
、
説
明
を
聞
き
、

さ
ぁ
メ
ロ
ン
狩
り
で
す
。

形
の
良
い
網
目
の
綺
麗
な

メ
ロ
ン
は
ど
れ
か
な
、
一
人

一
個
お
土
産
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
メ
ロ
ン
の
食

べ
放
題
へ
。
半
分
の
メ
ロ
ン

を
ス
プ
ー
ン
で
、
す
く
っ
て

口
の
中
へ
、
甘
い
汁
が
た
っ

ぷ
り
、
メ
ロ
ン
三
個
分
も
食

べ
た
人
も
、
皆
さ
ん
幸
せ
そ

う
で
し
た
。

そ
し
て
、
お
腹
い
っ
ぱ
い

メ
ロ
ン
を
食
べ
た
の
に
昼
食

は
、
別
腹
に
納
め
ま
し
た
。
　

続
い
て
、ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡

と
え
び
せ
ん
共
和
国
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
。こ
こ
で
も
試

食
の
お
せ
ん
べ
い
を
ぽ
り
ぽ

り
。
お
し
ゃ
べ
り
と
食
べ
物

で
、
一
日
中
お
口
の
運
動
が

で
き
ま
し
た
。

今
度
は
、
体
も
動
か
さ
な

く
っ
ち
ゃ
と
思
い
つ
つ
、
帰

宅
の
途
に
着
き
ま
し
た
。

　
　
　
【
戸
田
陽
子
　
記
】
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北
支
部
主
婦
の
会
／
メ
ロ
ン
狩
り
の
旅

お
口
の
運
動
が
で
き
た
、
一
日

６月14日

甘くて美味しいメロン、ペロリ

会話も弾んでいます
　
六
月
二
十
九
日
（
日
）

南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
、
主
婦
の
会
主

催
の
、
超
カ
ン
タ
ン
男
性

料
理
教
室
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
男
性
十
七
人
・

主
婦
の
会
十
人
の
参
加
者

の
方
々
が
、
五
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
栄

養
士
の
先
生
の
指
導
の
も

と
そ
れ
ぞ
れ
料
理
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
焼
き
餃

子
、
水
餃
子
な
ど
い
ろ
い

ろ
で
、
七
品
目
ほ
ど
あ
り

ま
し
た
。

　
男
性
陣
は
、
各
グ
ル
ー

プ
に
い
る
主
婦
の
会
の
奥

様
方
に
指
導
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
手

つ
き
な
が
ら
、
二
時
間
ほ

ど
で
料
理
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
出
来
は
と
い
う
と
、
な

か
に
は
餃
子
の
皮
が
破
れ

て
い
た
り
、
き
れ
い
に
焼

け
て
い
た
り
見
ば
え
は
ま

ち
ま
ち
で
し
た
が
、
味
の

ほ
う
は
充
分
に
満
足
の
い

く
お
い
し
さ
で
し
た
。

　
自
分
も
含
め
男
性
陣

は
、
良
い
体
験
を
し
た
一

日
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
　
【
堤
圭
一
通
信
員
】
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南
支
部
主
婦
の
会
／
超
カ
ン
タ
ン
男
性
料
理
教
室

６月29日

慣れない手つきながらも頑張っています

美味しくいただいています

形
は
い
び
つ
で
も
、
味
は
グ
ッ
ー
！



第3勉強会

第4勉強会

第1勉強会

第2勉強会

　
「
一
万
三
千
人
を
目
指
す
力
で
、
建
設
国
保
を
守
り
、
生
活
危
機
を
打
開
し
よ
う
！
」
を

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
六
月
二
十
二
日
（
日
）
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
（
名
古
屋
市

熱
田
区
）
で
全
建
愛
知
第
三
十
六
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
勢
三
百
二
十
八
名
が
出
席
し
、
「
全
建
愛
知
／
一
万
三
千
人
の
組
合
目
指
し
て
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
と
、
誓
い
合
い
ま
し
た
。

一
万
三
千
人
を
目
指
す
力
で
、

建
設
国
保
を
守
り
、
生
活
危
機
を
打
開
し
よ
う
！

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
山
田

執
行
委
員
長
か
ら
「
一
万
三
千

人
の
組
合
目
指
し
、
全
組
合
員

が
一
致
団
結
し
、
諸
要
求
実
現

に
向
け
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
、

力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、
大
会
は

幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
全
建
総
連
林
書
記

次
長
、
中
建
国
保
石
田
常
務
理

事
、
連
合
愛
知
渡
会
事
務
局
長
、

伴
野
豊
衆
院
議
員
は
じ
め
国
会

議
員
の
方
な
ど
、
来
賓
の
方
々

よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
各
来
賓
挨
拶
の
詳
細
に
つ
い

　
て
は
、
下
記
に
掲
載
）

　
全
体
会
議
で
は
、「
組
織
内
候

補
者
及
び
、
推
薦
候
補
者
の
対

応
に
つ
い
て
」・「
決
算
書
に
お

け
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
記
載
の

金
額
と
通
帳
残
高
の
記
載
に
つ

い
て
」・「
中
建
国
保
諸
問
題
に

伴
い
、
書
記
局
員
の
給
料
減
額

分
支
払
い
に
つ
い
て
」
等
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
各
専
門
部
の

四
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
第
三

十
六
期
運
動
方
針
案
と
と
も
に

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
各
分
科
会
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
五
頁
に
掲
載
）

　
全
体
会
議
で
提
案
さ
れ
た
議

案
を
質
疑
応
答
し
た
後
、
満
場

一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
そ
の
後
、
功
労
者
表
彰
と
役

員
一
部
改
選
報
告
が
行
わ
れ
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
後
、
小

泉
青
年
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
定
期
大
会
は
無
事
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

多
く
の
来
賓
の
方
々
か

多
く
の
来
賓
の
方
々
か
らら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
しし
たた

　
毎
年
、
定
期
大
会
終
了
後
に

勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
四
会
場
に
分
か
れ
、

各
課
題
の
充
実
し
た
勉
強
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
勉
強
会
は
、「
中
建
国
保

／
特
定
健
康
診
断
」
に
つ
い
て
。

（
講
師
／
加
藤
事
務
局
長
）

　
保
険
者
に
特
定
健
診
を
実
施

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た

た
め
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ
積

極
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
い
た

だ
く
よ
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
二
勉
強
会
は
、「
組
織
拡

大
」
に
つ
い
て
。

（
講
師
／
大
谷
書
記
）

　
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
伴
い
、
携
帯
サ
イ
ト
へ

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
使
い
方
や
、

健
康
保
険
料
の
計
算
の
仕
方
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
三
勉
強
会
は
、「
建
設
業
許

可
・
瑕
疵
担
保
」
に
つ
い
て
。

（
講
師
／
建
設
団
体
協
議
会
・
山
田
氏

　
　
　
　
住
宅
金
融
支
援
機
構
・
梶
谷
氏
）

　
建
設
業
界
の
法
令
改
正
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
許
可
申
請
に
お
け

る
今
後
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
に
関
す

る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
四
勉
強
会
は
、「
組
合
共

済
」
に
つ
い
て
。

（
講
師
／
山
﨑
共
済
福
祉
部
長
）

　
組
合
共
済
の
各
種
弔
慰
金
・

祝
金
の
給
付
内
容
と
申
請
に
伴

う
、
必
要
書
類
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

鰍

恰

割

括
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第35期決算・第36期予算

第36期予算額第35期決算額項 目 
65,154,036円44,860,697円前 期 繰 越 金 
304,800,000　312,710,400　組 合 費 
13,500,000　15,255,000　加 入 金 
55,636,000　57,326,660　繰 入 金 
7,000,000　7,054,071　雑 収 入 

446,090,036円437,206,828円合 計 

【収入の部】

【支出の部】
第36期予算額第35期決算額項 目 
3,000,000円2,878,957円定 期 大 会 費 
5,000,000　3,879,113　会 議 費 
3,900,000　3,559,643　中 央 行 動 費 
30,201,000　27,734,899　支 部 活 動 費 
6,150,000　7,804,400　宣 伝 活 動 費 
33,342,272　26,097,490　専 門 部 対 策 費 
126,900,000　109,139,421　人 件 費 
4,400,000　3,825,144　交 通 費 
29,250,000　24,698,976　事 務 費 
7,069,800　6,352,185　事 務 所 費 
600,000　78,000　備 品 費 
2,000,000　1,388,159　自 動 車 維 持 費 
12,000,000　11,643,070　加 盟 共 闘 費 
3,000,000　1,865,120　交 際 費 
50,480,000　51,146,200　積 立 金 
76,000,000　77,840,589　共 済 費 
7,000,000　7,496,377　自動引落運営費
540,000　480,000　顧 問 料 
2,000,000　1,134,839　雑 費 
40,416,964　683,110　予 備 費 
1,440,000　1,356,000　返 還 金 
1,400,000　971,100　租 税 公 課 

0　65,154,036　次 期 繰 越 金 
446,090,036円437,206,828円合 計 

全建総連／　

林裕司書記次長

中建国保／　　

石田克博常務理事

連合愛知／　

渡会章仁事務局長

伴 野　 豊

衆 院 議 員

　
「
国
や
政
府
は
、
国
民
か
ら
の

信
用
を
失
っ
て
い
ま
す
。
耐
震

偽
装
問
題
に
お
け
る
確
認
申
請

で
は
、
ま
じ
め
に
や
っ
て
い
る

人
が
苦
し
ん
で
い
る
。
大
き
な

負
担
を
背
負
っ
て
い
る
。
こ
ん

な
お
か
し
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
直
ち
に
、
制
度
を
見
直
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

先
に
行
わ
れ
ま
す
衆
議
院
選
挙

に
お
い
て
、
一
区
か
ら
十
五
区
、

全
て
の
選
挙
区
で
候
補
者
を
当

選
さ
せ
、
そ
し
て
政
権
交
代
を

　
「
全
建
総
連
の
組
織
人
員
は
、

昨
年
末
七
十
一
万
五
千
人
を
回

復
し
ま
し
た
。
（
一
九
九
七
年

ピ
ー
ク
時
に
は
七
十
五
万
人
）

こ
れ
も
皆
さ
ん
の
組
織
拡
大
行

予
算
要
求
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
７
・
　

中
央
総
決
起

大
会
、
そ
し
て
七
月
上
旬
厚
生

労
働
省
へ
集
中
投
函
さ
れ
る
夏

の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
は
、
夏
冬
合
わ
せ
て

二
百
九
十
六
万
枚
で
し
た
。
緊

縮
財
政
の
た
い
へ
ん
厳
し
い
状

況
の
中
で
す
が
、
今
回
は
そ
れ

　
「
今
年
四
月
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
り
、
中
建

国
保
の
被
保
険
者
は
、
十
五
万

五
千
人
を
割
り
込
む
の
で
は
、

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

被
保
険
者
を
減
少
さ
せ
な
い
た

め
に
は
、
何
と
か
母
体
組
合
に

残
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
し
て
、

組
合
を
活
性
化
さ
せ
、
少
し
で

も
平
均
年
齢
を
下
げ
て
い
く
よ

う
に
、
全
建
総
連
と
共
に
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
四
月
か
ら
特
定
健
診
も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
の
大
切
な
ご
自
身
の

お
体
を
治
療
か
ら
予
防
へ
心
掛

け
、
ま
ず
は
、
健
康
診
断
を
受

け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
」

提
起
を
、
全
建
愛
知
及
び
自
治

労
か
ら
い
た
だ
き
、
愛
知
県
・

名
古
屋
市
の
行
政
要
請
に
項
目

を
起
こ
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
連
合
と
し
て
は
何

と
し
て
も
社
会
保
障
制
度
（
医

療
保
険
・
年
金
）
な
ど
を
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

こ
の
よ
う
な
疲
弊
し
た
制
度

は
、
政
権
交
代
を
し
て
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

続
き
、
満
額
確
保
を
目
指
し
、

全
国
の
仲
間
と
共
に
全
力
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

１１

充
実
し
た
内
容

充
実
し
た
内
容
のの

勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し

勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
たた
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税
金
対
策
部
で
は
、
新

　
山
税
金
対
策
部
長
よ
り
、

　
「
大
衆
増
税
反
対
署
名
活

　
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

　
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

　
た
。
税
金
対
策
部
は
、
今
後

　
も
組
合
の
第
一
線
に
立

　
ち
、
街
頭
活
動
は
じ
め
署

　
名
活
動
に
積
極
的
に
取
り

　
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

　
各
種
記
帳
講
習
会
な
ど
を

　
　
　
　
定
期
的
に
開
催

　
　
　
　
し
、
事
前
対
策
や

　
　
　
　
税
金
に
対
す
る
組

　
　
　
　
合
員
の
意
識
の
向

　
　
　
　
上
を
図
っ
て
い
き

　
　
　
　
ま
す
」
な
ど
の
報

　
　
　
　
告
・
提
案
が
あ
り

　
　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
財
政
部
で
は
、

　
　
　
　
本
会
議
場
で
報

告
・
提
案
さ
れ
た
、
第
三
十
五

期
決
算
・
第
三
十
六
期
予
算

（
案
）
に
伴
う
、
活
動
報
告
・
運

動
方
針
（
案
）の
提
案
が
、
片

山
財
政
部
長
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
代
議
員
よ
り
、「
シ
ニ
ア
倶

楽
部
（
仮
称
）
設
立
に
関
し

て
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

及
び
予
算
百
万
円
の
内
訳
に

つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
」

と
の
質
問
が
あ
り
、

　
こ
れ
に
対
し
執
行
部
よ

り
、
　
「
七
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
方
は
、
全
建
愛
知
を

創
設
し
育
て
て
い
た
だ
い
た

方
で
す
。
そ
の
方
た
ち
に
少

し
で
も
報
い
る
た
め
の
設
立

で
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
の
問
題
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。
予
算
は
、
執
行
委
員

会
の
承
認
を
得
て
い
ま
す
」

と
の
、
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
他
に
、
本
会
議
で
答
弁
済

み
の
質
問
が
再
度
あ
り
ま
し

た
）
　
こ
れ
ら
の
二
専
門
部
の
運

動
方
針
案
・
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
で
仮
承
認

を
受
け
、
本
会
議
で
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
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選
さ
せ

そ
し
て
政
権
交
代
を

目
指
し
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
」

こ
れ
も
皆
さ
ん
の
組
織
拡
大
行

動
へ
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

い
よ
い
よ
来
年
度
の
建
設
国
保

況
の
中
で
す
が

今
回
は
そ
れ

以
上
の
ハ
ガ
キ
を
書
き
上
げ
、

何

と
し
て

も
昨
年
に
引
き

　
「
運
動
の
課
題
と
し
て
、
公
契

約
法
（
条
例
）
に
お
け
る
問
題

　
共
済
福
祉
部
で
は
、
山
﨑

共
済
福
祉
部
長
よ
り
、「
組
合

共
済
制
度
を
、
さ
ら
に
手
厚

く
各
種
祝
金
の
新
設
・
拡
充

を
目
指
し
ま
す
」
な
ど
の
報

告
・
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
組
織
部
会
で
は
、
近

藤
組
織
部
長
よ
り
、「
全
建
総

連
は
組
織
人
員
七
十
五
万
人

の
回
復
を
目
指
し
、
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
、
全

建
愛
知
も
純
増
を
勝
ち
取

り
、
全
国
で
十
六
番
目
の
規

模
の
組
合
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
組
合
を
あ
げ
て
組

織
拡
大
行
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
成
果
で
す
」
な
ど
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
教
育
宣
伝
部
で

は
、
横
山
教
育
宣
伝
部
長
よ

り
、「
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
新
た

に
携
帯
サ
イ
ト
も
設
け
、
四

月
よ
り
公
開
し
ま
し
た
。
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
仕
事
先
の

建
設
現
場
か
ら
も
健
康
保
険

料
・
労
災
保
険
料
等
の
計
算

が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
分
か
り
や
す
く
明
る
い

デ
ザ
イ
ン
で
、
皆
さ
ん
か
ら

た
い
へ
ん
好
評
を
得
て
い
ま

す
」
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ

れ

以

外

に
代
議
員
よ

り
、
組
織
部
に

対

し
　
「
シ

ニ

ア

倶

楽

部
（
仮

称
）
設
立
に
関
し

て
の
説
明
を
し

て
い
た

だ
き
た

い
」
と
の
質
問
が
あ

り
、こ
れ
に
つ
い
て

は
、
　
「
現
時
点
で
は
、

組
織
部
の
管
轄
で
は
な

く
、
一
般
会
計
で
設
立
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
、

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
三
専
門
部
の
運

動
方
針
案
・
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
で
仮
承
認

を
受
け
、
本
会
議
で
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
住
宅
対
策
部
で
は
、
鈴

　
木
住
宅
対
策
部
長
よ
り
、

　
「
建
設
行
政
の
動
き
を
踏

　
ま
え
、
特
定
住
宅
瑕
疵
担

　
保
責
任
履
行
の
確
保
等
に

　
関
す
る
法
律
施
行
令
案

　
等
に
つ
い
て
・
住
宅
の
耐

　
震
診
断
、
改
修
の
取
り
組

　
み
・
建
築
物
の
環
境
性
能

　
評
価
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｓ

　
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）・
長
期
優
良
住
宅

の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法

律
・
建
設
業
法
改
正
」
な
ど
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
技
術
対
策
部
で
は
、
梅
田

技
術
対
策
部
長
よ
り
、「
青
年

技
能
競
技
大
会
で
は
、
青
年

組
合
員
の
技
術
・
技
能
の
向

上
を
目
指
す
一
環
と
し
て
四

方
転
び
踏
み
台
を
課
題
に
競

技
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
、
前
大
会
へ
の
参
加
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多

く
の
青
年
組
合
員
に
大
会
へ

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
」
な
ど
の
報
告
・
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
代
議
員
よ
り
、

　
「
技
能
士
の
資
格
を
取
得

し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
指
導

員
の
レ
ベ
ル
や
講
習
内
容
の

低
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
資
格
を
取
得
す
る
べ

き
で
す
か
」
と
の
、
質
問
が
あ

り
、
　
こ
れ
に
対
し
執
行
部

よ
り
、

　
「
地
域
で
も
、
少
な
い
職
業

訓
練
校
の
整
備
や
講
師
の
指

導
方
法
に
つ
い
て
全
建
総
連

や
、
愛
知
県
な
ど
と
連
携
を

取
り
全
建
愛
知
で
も
働
き
掛

け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今
後

建
設
業
界
で
は
、
仕
事
を
す

る
上
で
資
格
取
得
や
建
設
業

許
可
の
取
得
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
」
と
の
、
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
二
専
門
部
の
運

動
方
針
案
・
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
で
仮
承
認

を
受
け
、
本
会
議
で
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

第
三
分
科
会

共
済
福
祉
・
組
織
・
教
育
宣
伝

参
加
／
代
議
員
・
組
合
員
参
加
等
四
十
四
名
、
本
部
役

職
員
十
五
名
、
来
賓
二
名
、
計
六
十
一
名
。

議
長
／
赤
川
幸
三
さ
ん
（
小
牧
支
部
）
、

　
　
　
中
島
弘
道
さ
ん
（
豊
田
支
部
）

第
四
分
科
会

税
金
対
策
・
財
政

参
加
／
代
議
員
・
組
合
員
参
加
等
四
十
八
名
、
本
部
役

職
員
十
九
名
、
計
六
十
七
名
。

議
長
／
堤
　
圭
一
さ
ん
（
南
支
部
）
、

　
　
　
中
村
隆
之
さ
ん
（
中
川
熱
田
支
部
）

第
二
分
科
会

住
宅
対
策
・
技
術
対
策

参
加
／
代
議
員
・
組
合
員
参
加
等
四
十
五
名
、
本
部
役

職
員
十
八
名
、
来
賓
一
名
、
計
六
十
四
名
。

議
長
／
二
村
孝
一
さ
ん
（
守
山
支
部
）
、

　
　
　
吉
見
一
政
さ
ん
（
中
村
支
部
）
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希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

　
社
会
保
障
対
策
部
で
は
、

大
澤
社
会
保
障
対
策
部
長
よ

り
、「
二
十
年
度
国
保
予
算
要

求
は
、
三
百
五
億
五
千
万
円

確
保
で
き
ま
し
た
。
厳
し
い

逆
風
の
中
、
概
算
要
求
満
額

確
保
で
き
た
こ
と
は
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

引
き
続
き
、ハ
ガ
キ
要
請
行

動
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た

い
」
な
ど
の
報
告
・
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
労
働
対
策
部
で
は
、

上
野
労
働
対
策
部
長
よ
り
、

「
石
綿
被
害
救
済
法
が
施
行

さ
れ
二
年
に
な
り
ま
す
。
救

済
を
受
け
た
方
は
、
一
年
目

五
千
件
を
越
え
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
前
に
労
災
補
償
を
受

け
て
い
た
方
を
加
え
て
も
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
の
十
七
・
四

％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
政
府
の

公
約
で
あ
っ
た
、
隙
間
な
く

迅
速
な
救
済
は
実
現
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
救
済
に
お
け
る

不
備
を
改
善
す
る
運
動
が
急

が
れ
ま
す
」
な
ど
の
報
告
・
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
賃
金
対
策
部
で

は
、
田
口
賃
金
対
策
部
長
よ

り
、「
公
契
約
法
（
条
例
）
制
定

の
運
動
の
成
果
と
し
て
、
三

十
五
期
は
知
多
市
・
大
府
市

議
会
に
お
い
て
国
へ
の
意
見

書
提
出
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
愛
知
県

で
は
二
十
四
自
治
体
（
一
県

十
八
市
五
町
）で
二
十
五
の

意
見
書
採
択
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
公
契
約
法
（
条

例
）
制
定
運
動
を
賃
金
運
動

の
柱
と
位
置
付
け
、
さ
ら
に

一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み

を
検
討
し
進
め
て
い
き
ま

す
」
な
ど
の
報
告
・
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
三
専

門
部
の
運
動
方
針

案
・
予
算
案
に
つ

い
て
の
、
質
疑
は

な
く
全
会
一
致

で
仮
承
認
を
受

け
、
本
会
議
で

報
告

さ
れ

ま

し
た
。

第
一
分
科
会

社
会
保
障
対
策
・
労
働
対
策
・
賃
金
対
策

参
加
／
代
議
員
・
組
合
員
参
加
等
四
十
一
名
、
本
部
役

職
員
十
五
名
、
来
賓
二
名
、
計
五
十
八
名
。

議
長
／
水
野
金
市
さ
ん
（
一
宮
支
部
）
、

　
　
　
藤
井
　
智
さ
ん
（
海
部
津
島
支
部
）

分科会報分科会報告告



　
今
年
も
、
大
好
評
の
「
ナ
ガ

シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特
別
割
引

券
」
と
、
「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ

グ
ナ
シ
ア
特
別
割
引
券
」
を
配

布
し
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、
お
得
な
特
別
割

引
券
を
使
っ
て
湯
あ
み
の
島

や
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
へ

出
か
け
る
の
も
よ
し
。

　
ま
た
、
海
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ

ア
」
で
遊
ぶ
も
よ
し
、
今
年
の

夏
も
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。

ナ
ガ
シ
マ
の
ご
利
用
方
法

①
組
合
へ
お
電
話
ま
た
は
胃

で
、
必
要
枚
数
を
ご
連
絡
く

さ
い
（
組
合
の
各
事
務
所

　
へ
、
直
接
取
り
に
来
て
い
た

　
だ
い
て
も
Ｏ
Ｋ
）
。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横　
　
労
働
対
策
部
は
、
皆
さ
ん

　
の
安
全
に
対
す
る
意
識
向
上

　
を
図
る
た
め
、
今
年
も
「
安

　
全
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
優
秀
賞
／
一
名
・
佳
作
／

　
三
名
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド

　
を
、
応
募
者
全
員
に
は
図
書

　
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
優
秀
賞
・
佳
作
の

　
標
語
は
、
一
年
間
キ
ャ
ロ
ッ

　
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

　
　
皆
さ
ん
の
、
ご
応
募
お
待

　
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
組
合
員
又
は
そ
の
家
族

　
一
人
一
作
品

■
応
募
方
法

　
①
標
語

　
②
応
募
者
氏
名

　
③
組
合
員
氏
名

　
④
組
合
員
と
の
続
柄

　
⑤
〒
・
住
所

　
の
五
項
目
を
ご
記
入
し
、
ハ

　
ガ
キ
又
は
胃
に
て
ご
応
募
く

　
だ
さ
い
。

■
〆
切
　
八
月
三
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　
当
日
消
印
有
効

■
申
込
・
問
合
　
労
働
対
策
部

　
の
丹
羽
・
津
坂
ま
で
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

　
号
掲
載
の
施
設
利
用
券
を
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
不

　
可
。
同
居
の
家
族
が
五
名
以

　
上
で
不
足
の
際
は
、
組
合
へ

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間
等

【
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
】

　
七
月
十
二
日
～
九
月
二
十
三
日
ま
で
。

【
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア
】

　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
有
効
。
各
チ
ケ
ッ
ト

　
が
十
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

★
問
合
　
共
済
福
祉
部
の
三
好

　
・
渡
辺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
課
税
売
上
が
一
千
万
円
を
超

え
た
事
業
者
は
、
そ
の
二
年
後

が
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
な

り
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
が
一
千
万
円
を

超
え
た
方
は
、
平
成
二
十
年
に

（
平
成
十
九
年
が
一
千
万
円
を

超
え
た
方
は
平
成
二
十
一
年

に
）
、
消
費
税
の
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
簡
易
課
税
制
度
を
選

択
さ
れ
る
方
は
、
課
税
事
業
者

に
な
る
年
の
前
年
末
ま
で
に

（
平
成
十
九
年
が
一
千
万
円
を

超
え
た
方
は
本
年
中
に
）「
簡
易

課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
所

轄
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
（
前
回
の
申
告
で
簡

易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い
る

方
は
、
改
め
て
提
出
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　
本
則
課
税
制
度
の
方
は
適
正

な
記
帳
、
領
収
書
・
請
求
書
等
の

保
存
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
消
費
税
は
所
得
税
と
違
い
、

今
か
ら
準
備
し
て
お
か
な
い
と

申
告
時
期
に
焦
っ
て
も
間
に
合

い
ま
せ
ん
。

　
ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
講
習
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

消
費
税
基
本
講
習
会

　
消
費
税
申
告
の
仕
組
み
や
必

要
な
書
類
、
事
務
処
理
等
を
紹

介
し
ま
す
。

　
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業

者
に
な
ら
れ
る
方
や
、
事
務
処

理
が
不
安
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
八
月
二
十
二
日
（
金
）

■
時
間
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
持
物
　
電
卓
・
筆
記
用
具
を

　
　
　
　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
備
考
　
定
員
は
三
十
名
で
す
。

　
　
　
　
事
前
に
電
話
予
約
が

　
　
　
　
必
要
で
す
。

消
費
税
判
定
会

　
組
合
で
は
、
本
則
課
税
・
簡
易

課
税
の
ど
ち
ら
を
選
択
し
た
ほ

う
が
有
利
な
の
か
判
断
す
る
た

め
の
、
消
費
税
判
定
会
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
税
金
に
関
す
る
ご

　
質
問
等
も
随
時
お
受
け
い
た

　
し
ま
す
。

※
申
込
・
問
合
せ
　
税
金
対
策
部

　
担
当
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
注
意
　
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン

　
ド
特
別
割
引
券
の
お
申
込
み
枚

　
数
は
、
最
大
で
組
合
員
と
そ
の

　
同
居
の
家
族
の
人
数
分
と
な
り

　
ま
す
。
ま
た
、
特
別
割
引
券
は
数

　
に
限
り
が
あ
り
す
。

②
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
枚
数
を

組
合
よ
り
発
送
し
ま
す
。

③
特
別
割
引
券
と
利
用
料
金
を

入
園
券
売
り
場
窓
口
へ
お
出

し
く
だ
さ
い
。

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
ご
利
用
方
法

　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

　
特
別
割
引
券
は
、
六
・
七
月

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
・

　
　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

お
得
な
、
特
別
割
引
券
配
布
し
ま
す

共済福祉部

　
国
土
交
通
省
住
宅
局
で
は
、

住
宅
・
建
築
関
係
事
業
者
等
向

け
の
様
々
な
講
習
会
（
瑕
疵
担

保
・
耐
震
補
強
・
木
造
軸
組
地

域
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
「
住
宅
・
建
築
関
係
事

業
者
技
術
力
向
上
支
援
講
習
会
」
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新
築
と
、
増
築
後
の
床
面
積
の

合
計
が
制
度
施
行
日
に
お
け
る

床
面
積
の
合
計
の
一
・
二
倍
を

超
え
る
増
築
で
す
。
緑
化
率
の

最
低
限
度
は
、
建
ぺ
い
率
に
応

じ
て
十
%
か
ら
二
十
%
の
範
囲

で
段
階
的
に
定
め
ま
す
。

　
一
方
、
建
ぺ
い
率
が
八
十
%

を
超
え
る
場
合
や
建
ぺ
い
率
の

規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
、

緑
化
地
域
制
度
で
は
十
分
な
緑

　
都
市
の
緑
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
や
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
な

ど
、
良
好
な
生
活
環
境
を
保
つ

上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
近
年
名
古
屋
の
緑

は
減
少
し
続
け
、
特
に
市
域
の

約
二
／
三
を
占
め
る
民
有
地
の

緑
の
減
少
が
明
ら
か
で
す
。

　
そ
こ
で
、
名
古
屋
市
で
は
、

市
・
市
民
・
事
業
者
の
全
て
が
協

力
し
、
緑
を
創
る
施
策
と
し
て
、

「
緑
化
地
域
制
度
」
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
緑
化
地
域
制
度
」
と
は
、
一

定
規
模
以
上
の
敷
地
に
お
い

て
、
建
築
物
の
新
築
や
増
築
を

行
う
場
合
に
、
定
め
ら
れ
た
面

積
以
上
の
緑
化
を
義
務
付
け
る

制
度
で
、
都
市
緑
地
法
に
よ
り

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
緑
化
地
域
制
度
に
関
す
る
規

定
は
、
建
築
基
準
関
係
規
定
と

み
な
さ
れ
、
建
築
行
為
を
行
う

際
の
建
築
確
認
に
お
い
て
審
査

さ
れ
る
事
項
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
区
域
は
、
市
街
化
区
域

全
域
で
す
。

　
対
象
敷
地
面
積
は
、
原
則
と

し
て
三
百
平
方
ｍ
以
上
、
建
ぺ

い
率
が
六
十
%
を
超
え
八
十
％

以
下
の
区
域
に
つ
い
て
は
五
百

平
方
ｍ
以
上
と
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
建
築
行
為
は
、

化
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
緑
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
に
よ
り
緑
化
を
義

務
付
け
ま
す
。
対
象
と
な
る
敷

地
面
積
は
五
百
平
方
ｍ
以
上
、

緑
化
率
の
最
低
限
度
は
十
%
で

す
。

※
問
合
　
名
古
屋
市
緑
政
土
木

　
　
　
　
局
緑
化
推
進
課

　
名
古
屋
市
公
式
ウ
ェ
ー
ブ
サ

　
イ
ト
よ
り

安
全
な
職
場
を
作
ろ
う

優
秀
賞
に
は
二
万
円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド

安全標語
大 募 集

労働対策部

　
技
術
力
向
上
支
援
講
習

技
術
力
向
上
支
援
講
習
会会

住
宅
・
建
築
関
係
事
業

住
宅
・
建
築
関
係
事
業
者者

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡
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嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

基
本
講
習
会
の
ご
案

基
本
講
習
会
の
ご
案
内内

節
税
の
た
め
、
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ

節
税
の
た
め
、
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ
うう

消 費消 費 税税

岡本みつのりの医療コーナー
民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート洩

第9区／愛西市、一宮市（旧尾西市）、稲沢市、津島市、弥富市、海部郡

岡本みつのり

食中毒とは食品を食べて、それに付着した細菌やウィル
スに感染し健康障害を引き起こすことだけでなく、食品
に含まれる毒素などの化学成分による健康障害なども含
みます。

　今回は、猛暑と言うこともあり、皆さんがイメージしやすい細菌や
ウィルスなどへの感染をお話します。
　食中毒の予防は、何と言っても鮮度とその保存方法です。
　「鮮度の良い食材を冷蔵庫なり冷凍庫で保存する」まずは、これが
第一です。
　次に、「清潔な手や調理器具で一定の調理法を施す」ことが重要と
なります。
　最後は、「調理後すみやかに食べる」ことができれば細菌やウィル
スによる食中毒は発生しません。
　しかし、そうは行かないことも往々にしてあります。とりわけ、こ
の時期に気をつけるべきは鮮度と、その保存方法です。細菌の繁殖す
る速度は温度により加速度的に変わってきます。例えば、４℃の保存
では大腸菌は増えませんが、37℃ での保存では大腸菌の増殖速度は
20分で２倍になる速度で増えます。つまり37℃で３時間強放置する
ことは、およそ1,000倍も増えるのです。温度管理は徹底したいもの
です。
　加えて、調理するときの手指の清潔さにも注意が必要です。よくあ
るのが不十分な手洗いと調理器具の消毒です。生肉を扱った調理器具
は、熱湯での消毒などをした後、野菜や果物などの食材を扱うように
するべきです。　また、傷を負った手指も大変不潔であることを自覚し
てください。特に絆創膏を貼っていると、その箇所にはかなりの黄色
ブドウ球菌が付着しています。黄色ブドウ球菌は、熱湯消毒しても毒
素が残り食中毒の原因となる代表的な細菌ですし、洗浄だけでは落ち
きらないこともありますので、絆創膏が食材に触れないよう細心の注
意が必要です。
　食中毒になってしまったときの対応は、まずは無理に嘔吐や下痢を
止めないことです。毒素や細菌をしっかり体外に排出することが肝心
です。　そして、脱水に注意して水分摂取をしてください。もちろん
病院で抗生物質を処方してもらうのも有効です。病院受診時には、食
中毒の可能性があることも告げるようにしてください。食中毒が発生
した場合はその原因追及と被害拡大防止のため、医師は24時間以内に
保健所に届け出る義務があります。地域での食中毒予防に是非協力し
て頂きたいと思います。　　　　　　　　　　　【岡本みつのり　記】
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　全建愛知では、建設現場で働く一人親方さんのために、中小企業
退職金共済法に基づき国が作った「建設業退職金共済制度」を取り
扱っています。
【加入資格】
　建設業で働く一人親方さん（一人親方さんとともに技能取得中
の見習いの方も含みます）なら、職種を問わず、月給・日給に関係な
く組合を通じて加入することができます。
【制度の３つの特徴】
　①退職金は、「共済証紙」を購入し「共済手帳」へ貼付することで
　　積み立てられます。組合が代わりに手続きし、手帳を管理します。
　②新たに加入した方については、国が掛金の一部（初回交付の手
　　帳50日分）を補助します。
　③退職金は、国で定められた基準により計算して確実に支払わ
　　れます。手続きはとても簡単です。
【掛金】
　掛金は、毎月組合費等と合わせて7,750円（1日310円で25日
　分※就業日数に関わらず）を引落しします。
【退職金の受取り】
　建設業で従事しなくなり、貼られた証紙の合計が24ヶ月分
　（504日）以上あり、次の請求時由のいずれかにあてはまる場合
　に支給されます。
　・  満55歳以上になったとき。
　・  建設業以外の職に就いたとき、またケガや病気のため廃業し
　　たとき。
　※死亡した時の遺族請求は、証紙の合計が12月分（252日）以
　　上の貼付が必要になります。
　ご自分の退職金を積み立て、老後の生活安定に役立ててみては
　いかがでしょうか？ 
　お問合せは、共済福祉部／三好・渡辺までお気軽にご連絡ください。

共済福祉部 ご案内

建設業退職金共済制度
退職後の生活にお役立てください

退職金給付・掛金早見表 （毎月25日分貼付した場合）

注:この早見表は、平成15年10月1日以降に加入した人（掛金日額310円）の場合で、証紙
　 300日分を1年として換算して計算した退職金の額です。掛金日額 310円になる前から
　 建退共を掛けている人の退職金は、それぞれの掛金日額に応じて別に計算されます。なお、
　 手帳更新は9ヶ月経過が必要です。

払込金額退職金額年数

　279,000円　280,581円　3年　（36月）

　372,000円　384,741円　4年　（48月）

　465,000円　489,317円　5年　（60月）

　930,000円1,164,639円10年（120月）

1,395,000円1,914,591円15年（180月）

1,860,000円2,754,381円20年（240月）

2,325,000円3,676,848円25年（300月）

2,790,000円4,754,904円30年（360月）

3,255,000円6,008,079円35年（420月）

3,720,000円7,427,910円40年（480月）
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　2003年4月5日に、私の所属する北支部青年部が結成されま
した。7名だけの結成総会が行われ、先月号のＷelcome青年部
で挨拶をした、老松君と初めて会いました。彼が部長で、私が
副部長ということになり、組合のことなど何も分からない、こ
の2人で大丈夫かなっと思っていましたが、何とか支部長・班
長の皆さんに助けられ2人でやってきました。
　私が、結成式に出なければ老松君や他の幹事さんたちにも出
会ってなかったかもしれません。なかなか歳を重ねるごとに、

友だちや仲間と言う
のは出来づらくなっ
てくると思います。
　私は、青年部幹事に
なってたくさんの友
だち、そして仲間が出
来たと思います。
　皆さんも私たちと
一緒に仲間作りをし
ませんか？
　　【曾我辰也　記】

青
年
技
能
競
技
大
会
に
出
場
し
た
曾
我
さ
ん

青年部幹事

 曾我  辰也 
そが たつや

　組合員の皆さん、お仕事ご苦労様です。
　まずは、自己紹介をさせてもらいます。私の名
前は、曾我辰也です。年齢は31歳、家族構成は妻
と子供が3人です。仕事は、大工をしています。
　さて、自己紹介はここまでにして、青年部につ
いて少しだけ話をします。

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員組合員です

「青年部幹事さん ご挨拶」

ね
ん
き
ん
講
習

ね
ん
き
ん
講
習
会会

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評
で
し

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評
で
し
たた

共済福祉部



【
編
集
後
記
】
初
の
教
宣

大
学
講
師
デ
ビ
ュ
ー
を
し

ま
し
た
。
身
に
付
け
た
技

術
や
知
識
を
生
徒
の
方
々

へ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

無
事
に
手
書
き
新
聞
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
…
。

【
に
ん
じ
ん
】
我
家
の
ア

イ
ド
ル
、
名
前
は
優
希
（
次

男
）で
～
す
。や
ん
ち
ゃ
坊

主
が
、
ま
た
一
人
増
え
ま

し
た
。
パ
パ
は
、
仕
事
か
ら

帰
っ
て
も
休
め
ま
せ
ん
。

毎
日
、
戦
争
で
～
す
！
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◎
毎
月
一
日
は
、
値
上
げ
の
日
！

　
『
こ
こ
の
と
こ
ろ
毎
月
一
日

は
「
値
上
げ
の
日
」
み
た
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。
政
治
も
、
も

う
少
し
庶
民
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
』

【
名
東
区
／
山
田
三
和
人
さ
ん
】

※
も
う
～
、う
ん
ざ
り
。い
つ
も

　
痛
み
は
庶
民
だ
け
！

◎
元
気
に
巣
立
ち
ま
し
た
！

　
『
六
月
十
日
に
ツ
バ
メ
の
子

供
が
驚
く
こ
と
に
五
匹
も
巣
立

ち
ま
し
た
。
一
匹
は
小
さ
い
時

に
落
と
さ
れ
ま
し
た
が
』

【
西
尾
市
／
荒
川
く
み
子
さ
ん
】

※
素
敵
で
す
ね
。大
き
な
空
を
元

　
気
に
羽
ば
た
い
て
い
ま
す
ね
。

◎
男
性
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
子
供
！

　
『
男
性
は
、い
く
つ
に
な
っ
て

も
大
人
で
あ
っ
て
、
子
供
の
よ

う
？
七
月
七
日
・
七
夕
…
七
夕

と
言
う
こ
と
で
、
ご
近
所
の
居

酒
屋
さ
ん
で
、
た
ん
ざ
く
に
お

願
い
事
を
書
い
て
笹
の
葉
に
つ

け
ま
し
た
。
常
連
さ
ん
と
花
火

も
し
ま
し
た
が
…
男
性
陣
が
子

供
み
た
い
に
は
し
ゃ
い
で
ま
し

た
』

【
緑
区
／
中
川
真
紀
子
さ
ん
】

※
何
故
か
、ど
う
し
て
も
は
し
ゃ

　
い
で
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。

◎
楽
し
い
楽
し
い
夏
休
み
！

　
『
先
日
、
私
が
通
う
高
校
の
期

末
試
験
が
終
わ
り
ま
し
た
。
結

果
は
、
ど
う
で
あ
れ
ち
ょ
っ
と

一
安
心
。
高
校
生
活
、
最
後
の
夏

休
み
が
待
ち
遠
し
い
で
す
！
』

【
清
須
市
／
前
田
紀
子
さ
ん
】

※
高
校
生
活
最
後
の
夏
休
み
、
大

　
い
に
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
宿
題
頑
張
っ
て
や
っ
て
ま
す
！

　
『
さ
い
き
ん
学
校
で
宿
題
が

多
く
な
っ
て
い
て
こ
ま
り
ま

す
。
だ
か
ら
へ
ら
し
て
ほ
し
い

ん
だ
け
ど
先
生
は
だ
め
っ
て
い

う
の
で
す
。
だ
か
ら
お
そ
く
ま

で
お
き
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
お
か
あ
さ
ん
に
お
こ
ら

れ
ま
す
』

【
江
南
市
／
越
野
幹
大
さ
ん
】

※
早
く
宿
題
片
付
け
ら
れ
る
と
い
い
ね
。

◎
草
と
格
闘
し
て
い
ま
す
！

　
『
雨
が
多
い
の
で
、
庭
の
草
が

す
ぐ
に
大
き
く
な
り
、
取
っ
た

と
思
っ
た
ら
、
も
う
次
に
い
か

な
い
う
ち
に
、
又
、
大
き
く
な
り

草
と
の
戦
争
で
す
』

【
豊
橋
市
／
石
田
好
野
さ
ん
】

※
草
取
り
は
大
変
。し
か
し
、草

　
の
様
に
生
き
た
い
も
の
で
す
。

◎
食
事
に
は
ご
用
心
！

　
『
蒸
し
暑
い
毎
日
が
続
い
て

い
ま
す
。
家
族
の
体
調
管
理
に

気
を
つ
け
な
く
て
は
！
食
事
に

は
特
に
注
意
し
な
く
て
は
、
と

思
い
ま
す
』

【
春
日
井
市
／
端
本
和
子
さ
ん
】

※
夏
バ
テ
、気
を
つ
け
な
け
れ
ば
！

◎
た
ま
屋
～
か
ぎ
屋
！

　
『
七
月
十
九
日
、
衣
浦
み
な
と

ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。
浜
辺
の

涼
風
の
中
、
鮮
や
か
な
花
火
が

夜
空
に
彩
り
ま
す
。
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
夏
と
言

え
ば
、
花
火
で
す
ね
』

【
碧
南
市
／
岩
月
俊
憲
さ
ん
】

※
浴
衣
を
着
て
出
掛
け
た
い
で
す
ね
！

◎
大
切
な
家
族
の
た
め
！

　
『
出
張
生
活
が
二
ヶ
月
続
い

て
い
ま
す
。
土
曜
日
の
夜
、
家
に

帰
り
、
月
曜
早
朝
出
勤
し
て
、
土

曜
ま
で
家
に
帰
れ
ま
せ
ん
。い

つ
ま
で
続
く
か
な
…
…
』

【
愛
西
市
／
松
永
彰
さ
ん
】

※
お
仕
事
ご
苦
労
様
で
す
。体
に
気

　
を
付
け
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
マ
マ
頑
張
っ
て
ま
す
！

　
『
三
人
の
男
の
子
の
マ
マ

に
。
四
月
に
三
人
目
が
産
ま

れ
、
や
っ
と
育
児
と
家
事
に
も

慣
れ
て
き
ま
し
た
。
子
供
と
外

出
し
て
い
る
と
、い
つ
も
「
子
供

三
人
も
い
る
の
～
？
す
ご
い
ね

～
」
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。で
も
、

育
児
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
頑

張
る
の
は
、こ
れ
か
ら
！
』

【
港
区
／
河
面
有
香
さ
ん
】

※
マ
マ
さ
ん
頑
張
れ
！
男
の
子

　
は
、元
気
が
一
番
！

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
ど
こ
ま
で
値
上
げ
す
る
ん
だ
！

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

八
月
十
一
日
ま
で
に
組
合
の

教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
キ
マ
ツ
シ
ケ
ン

■
当
選
者

　
熊
谷
之
男
さ
ん
他
十
九
名

■
九
月
号
の
原
稿
締
切

　
八
月
四
日
（
月
）

○さ 

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

【

ヒ

ン

ト

】

①
種
か
ら
は
菜
種
油
を
取
る

②
書
い
て
あ
る
数
字
を
見
な
が

　
ら
そ
ろ
ば
ん
で
行
う
計
算

⑤
マ
ス
カ
ラ
を
塗
っ
て
化
粧

⑥
酒
の
飲
め
な
い
人

⑧
八
月
に
中
国
で
開
催
さ
れ
る
…
…
五
輪

⑨
片
目
の
ま
ば
た
き
で
す
る
合
図
で
す

⑫
「
蟹
工
船
」
の
作
者
は
小
林
…
…
で
す

⑬
す
ぐ
れ
た
、
有
名
な
俳
優

⑰
坂
本
竜
馬
の
出
身
地

⑲
試
合
経
過
を
…
…
ブ
ッ
ク
に
記
録
す
る

⑳
「
百
合
」
の
読
み
方

嬰
五
輪
大
会
は
参
加
す
る
こ
と

　
に
…
…
が
あ
る
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知って得するろうきんコーナー

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
い
な
り
寿
司
の
ま
わ
り
を
包

　
ん
で
い
る
も
の

②
ジ
ャ
ン
グ
ル

③
美
し
い
バ
ラ
は
注
意

④
た
た
み
の
敷
い
て
あ
る
部
屋

⑦
…
…
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
せ
よ

⑩
弱
い
者
…
…
を
す
る
な
よ

⑪
飛
行
機
で
運
ぶ
こ
と

⑫
ぴ
っ
た
り
体
に
あ
っ
た
…
…

　
ス
カ
ー
ト

⑭
…
…
投
合
す
る

⑮
冬
は
厚
着
、
夏
は
…
…

⑯
苦
し
い
時
な
ど
に
に
じ
み
出
て
く
る

⑱
わ
か
し
た
だ
け
の
湯
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